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関東ESD推進ネットワーク第６回 地域フォーラム 持続可能な開発目標（SDGs）

SDGsがつくられたプロセス

1992年
国連環境開発会議︓地球サミット（ブラジル・リオ）

2000年
国連ミレニアムサミット
ミレニアム開発目標
（MDGs）スタート

2012年 国連持続可能な開発会議
SDGs策定スタート

2015年 SDGs採択

MDGsとは
1.極度の貧困と飢餓の撲滅
2.普遍的初等教育の達成
3. ジェンダーの平等と推進と女性の地位向上
4.乳幼児死亡率の削減
5.妊産婦の健康の改善
6. HIV/エイズ、マラリア、その他の疾病の蔓延防止
7.環境の持続可能性の確保
8.開発のためのグローバル・パートナーシップの推進

※アイコン・(特活)ほっとけない 世界のまずしさ 作成



COVID-19が象徴していること

自然への侵略

•人間活動の拡大

•生態系への影響

グローバル化

•経済活動の拡大

•移動の拡大

SDGsができた理由

地球の限界 人権の危機

持続可能な開発のための2030アジェンダ

我々の世界を変革する：
持続可能な開発のための
２０３０アジェンダ

前文

宣言

SDGsとターゲット

実施手段とグローバ
ルパートナーシップ

フォローアップと
レビュー

5つのP

誰一人取り残さない



関東ESD推進ネットワーク 第６回 地域フォーラム

ESD・気候変動教育の推進について

令和３年6月9日第3回国地方脱炭素実現会議にて「地域脱炭素ロードマップ」が決定
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/datsutanso/pdf/20210609_chiiki_roadmap.pdf



気候変動を切り口とした
ESDの推進

ESD推進ネットワーク

気候変動を切り口としたESD
気候変動を切り口に、不確実な社会とありうるシナリオに備え、
持続可能な社会の創り手を育てる

▍ 課題解決の即戦力に加え、2030年以降を見据えた
ライフステージに応じた人材育成が求められている

▍ SDGsで目指す
さまざまな側面との関わりの理解（気候変動×○○）

▍ 地域・暮らしの望ましい将来像としての
安心・豊かさ・希望（ウェルビーイング）への共感・支持

▍ 社会を変える働きかけ・協働を実践する人材



気候変動を切り口に、地域の課
題から学びと実践を連鎖させる

多様な価値観と
対話による協創

気候変動対策（緩
和と適応）を両立
させる教育

地域の気候変動対
策と連動した教育、
実践

社会を変えるため
に実践できる人づ
くり

気候変動を切り口としたESD

地域拠点

学校

ビジネス

▍地域を面でとらえ、学校、社会教育拠点、ビジネスセ
クターの３領域の関連付けを意識し、地域ESD推進拠
点と連携した学びあいプロジェクトを展開する

▍ライフステージに応じた学びの場をつくる

▍地域ESD推進拠点による地域での取り組みを支援し、
広域で横断的なネットワークを形成する
▍持続可能・脱炭素に向かう社会の動きをつなげ、
人づくりの裾野を広げる

気候変動を切り口に、地域ESD推進拠点とともに
社会を変革する基盤を構築する

SDGs・気候変動対
策に本業で取り組
む人材輩出

地域の人・組織が
SDGs・気候変動対
策に接する機会

プロジェクトを介
し相互のつながり、
連動をサポート

地域視点でSDGs、
気候変動について
の学習

気候変動を切り口としたESD

▍気候変動を切り口にESDで育む、
 課題解決と価値創造の基礎力
 社会変革の構想力
 脱炭素地域づくりの推進力

関東ESD推進ネットワーク第６回 地域フォーラム

生物多様性・ネイチャーポジティブ

地域に固有の自然があり、それぞれに特有のいきものがいること
そして、それぞれがつながっていること

生物多様性の三つのレベル



人手によって維持されてきた
里地里山の管理不足、鳥獣に
よる被害の深刻化

人間により持ち込ま
れたものによる危機

外来種など人間により外部から
持ち込まれたものによる影響

地球温暖化、巨大台風の頻度
の増加などの気候変動など地
球環境の変化による影響

土地利用の転換、埋立、乱獲
など人が引き起こす負の要因
による影響

開発など人間活動
による危機

1    自然に対する働きか
   けの縮小による危機
2

3 地球環境の変化に
よる危機

4

日本の生物多様性の４つの危機 昆虫類、淡水魚類、両生類の約７割が
二次的自然（里地里山等）に生息

二次的自然

街
自然
林

両生類の絶滅危惧種分布の
植生別記録割合 データ出典︓平成27年度絶滅のおそれのある野生動植物種の保全技術向上検討委託業務、環境省

（2009）里地里山保全・活用検討会議平成 20 年度第 3 回検討会議資料

絶滅危惧種である
動物5種以上かつ
植物5種以上
となる場所の約46%が
里地里山地域

里地里山絶滅危惧種集中分布図
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（岡野さん）

•食料自給率の推移

(％)

(年度 )

出典：農林水産省「食料需給表」より作成
注：1960年以降5年おきの数値を示すが、最新の数値は2017年度。

世界の生物多様性に依存する日本の暮らし
•木材供給量と木材自給率の推移

出典︓林野庁「木材需給表」より作成。
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木材輸入の
全面自由化

拡大造林・人工林の増加
木材価格の
下落傾向

木材価格の
下落傾向

96.1%

36.6%

18.9%

37.2%

世界の生物多様性に依存する日本の暮らし



バーチャルウォーター輸入量 食料輸入国において、もしその輸入食料を自国で生産す
るとしたら、どの程度の水が必要かを推定したもの。

単位：億m3/年

豊かな水を有する日本だが、
多くの水を国外に依存。

世界の生物多様性に依存する日本の暮らし

里地里山→国土面積の約4割
人口減少・高齢化による管理形態の変化

・水田の放棄
・水路管理の放棄
・人工林の管理不足

里地里山特有
の生物の減少

野生鳥獣との
軋轢

第2の危機 里地里山などの手
入れ不足による自然
の質の低下

第二の危機

昆明・モントリオール生物多様性枠組
2050年ビジョン

2030年ミッション

ネイチャーポジティブ（自然再興）とは
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自然を回復軌道に乗せるために
生物多様性の損失を止め、

反転させるための緊急の行動をとる

自然と共生する世界
（a world of living in harmony with nature）

ネイチャーポジティブ
（自 然 再 興）
の考え方

愛知目標から引き継いだ長期目標であり、
我が国で培われた知恵と伝統に基づく考え方

ネイチャーポジティブ
生物多様性の損失を止め、
回復軌道に乗せる

出典︓地球規模生物多様性概況第５版(GBO５)（2020）

30by30目標って︖

2030年までに陸と海の30％
以上を保全する目標です。



日本ではどのぐらいの面積が保全されているの︖

陸域20.5％と海域13.3％が保護地域です

2020年までの愛知目標は達成

①「愛知目標」では2020年まで
に陸域17%、海域10%が目標。
②日本では、陸域は20.3%で既に
愛知目標を達成。その後、奄美や
沖縄の国立公園の指定等により
20.5％。
③海域は8.3%だったが、2020年
に「沖合海底自然環境保全地域」
という制度をつくり、小笠原方面
を新たに指定し、13.3％。

３

生物多様性のための30by30アライアンスについて

●参加希望者は、自ら行おうとする取組を事務局に登録（※随時受付）
●参加による効果は以下の通り。
 参加者をWebサイト上に掲載し、その取組を発信
 自然共生サイト（仮称）の申請を支援
 ロゴマークを使って取組をPR 等

モチーフとしてカエルを採用し、その中に森や海と
いった自然やそこに住むいきもの、さらには都市や
舟など人々の生業を配置。
カエルの体部分（上部）は森林など陸域をイメージ
した緑基調の和紙、顔の部分（下段）は、海や川な
ど水域をイメージした青基調の和紙で表現。

参加方法とその効果

30by30アライアンスサイト
・参加者一覧を掲載
・自らの取組を掲載可能
・将来的にはマッチング機能も検討

30by30アライアンスロゴ

（2023年2月8日現在）

30by30をみんなで進めていくための有志連合
環境省を含めた産民官17団体を発起人とする「生物多様
性のための30by30アライアンス」を2022年４月に発
足。企業、自治体、NPO法人等、
  計366者が参加
自らの所有地や所管地内のOECM登録や保護地域の拡大
を目指す／そうした取組を応援するなど、30by30の実
現に向けた行動をとる仲間たちの集まり。
（自治体︓宮城県、新潟県、兵庫県豊岡市など24団体）
   （企 業︓トヨタ、イオン、パナソニックなど84団体）

CN（カーボンニュートラル）・CE（サーキュラーエコノミー）・NP（ネイチャーポジティブ）の一体性

気候変動
CN

（カーボン
ニュートラル）

循環型経済
CE

（サーキュラー
エコノミー）

生物多様性
NP

（ネイチャー
ポジティブ）

NbS（※）で2℃目標達成
のため2030年までに必要
なGHG削減量の1／3に貢
献出来るとの試算あり

原料（マテリアル）生産だ
けでGHG排出量（世界全
体）の23％を占めるとの
試算あり

生物多様性を破壊する原因の
9割超が、天然資源の採取や
加工のためとの試算あり

※自然を活用した解決策：
NbS(Nature-based 
Solutions)
自然環境の保全や再生により
生物多様性の保全を進め、同
時に自然の多様な機能を発揮
させ、気候変動対策や防災・
減災対策、人間の健康増進な
ど、様々な社会的課題の解決
に貢献するもの。

関東ESD推進ネットワーク第６回 地域フォーラム

「ESD for 2030」・第２期国内実施計画
新学習指導要領のスタート



ESDとは︖

地球規模の課題を自分事として捉え、
その解決に向けて自ら行動を起こす力を
身に付けるための教育です。

ESD（Education for Sustainable Development）

持続可能な開発のための教育

「持続可能な開発のための教育(ESD) 推進の手引」より
文部科学省国際統括官付/日本ユネスコ国内委員会

ESD推進の経緯
2000 2010 2020 2030

GAP

Education for Sustainable Development

Sustainable Development Goals

ESD
SDGs

1990

国連ミレニアム開発目標︓
MDGs 国連持続可能な開発目標︓

SDGs

「ESDの10年」
・気候変動枠組条約
・生物多様性条約
・砂漠化対処条約

途上国対象

全世界を対象

リオ リオ＋20ヨハネス ポストGAP
ESD for 2030

2015～2019年2005～2014年

環境省環境教育推進室
作成資料



学習指導要領の改訂
■前文（幼・小・中）

これからの学校（幼稚園）には、・・・一人一人の生徒（幼児・児童）
が、・・・自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値ある
存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、
豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となることができるようにす
る・・・ことが求められる。このために必要な教育の在り方を具体化するのが、
各学校（幼稚園）において教育の内容等を組織的かつ計画的に組み立てた教育
課程である。

平成29年3月31日公示 新学習指導要領

この考え方は、
ESDそのものです

文科省リーフレット

地方ESD活動支援センター
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関東ESD活動支援センターの活動

関東地方ESD活動支援センター
名 称︓関東地方ESD活動支援センター
略 称︓関東ESDセンター
英語名︓ESD Resource Center of Kanto, Japan
開設日︓平成29年7月3日（月）

【関東ESDセンターの役割】
① ESD活動を支援する情報共有機能
② 現場のニーズを反映したESD活動の支援機能
③ ESD活動のネットワークの形成機能
④ 人材育成機能

http://kanto.esdcenter.jp/
① ESD活動を支援する情報共有機能

Facebook で も 、
日々の活動など情報
発信中︕いいね︕を
お願いします。

毎月第1木曜日にメールマガジン
を発行しています。
関東地方のESDに関するイベン
ト、セミナー、補助金・助成金
募集などの情報を集めてお送り
しています。ESDにご関心のあ
る方は、是非ご利用下さい。

ホームページでは、関東地域で開催されるESD/SDGs関連の情報
を中心に、各地で開催された行事を取材したレポートや、当セ
ンター主催の勉強会、ESDに関する地域の活動拠点などについ
て、情報提供をしています。

【イベント・レポート】【イベント・ニュース】



本企画は、SDGsに興味のある生徒を集め、協働し
ての実践・発表の場を設けるものです。SDGsに興味
があっても周囲に仲間がいない生徒や、関心があって
も学ぶ機会が与えられていない生徒に、積極的に
SDGsに関わる場所を提供していきます。

② 現場のニーズを反映したESD活動の支援機能 ② 現場のニーズを反映したESD活動の支援機能

日時 令和4年8月8日（月）14:00～16:30
場所 東京ウィメンズプラザ・ 視聴覚室B・C
対象 教員、教育委員会の方（主に、中高）
参加費等無料
主催 関東地方ESD活動支援センター
協力 （一社）ESD TOKYO

地域ESD活動推進拠点（地域ESD拠点）登録制度

学校現場・社会教育の現場では、さまざまな主体が地域
や社会の課題解決に関する学びや活動に取り組んでいま
す。
そうした現場のESDを支援・推進する役割を担う組織・
団体を「ESD推進ネットワーク」における「地域ESD活
動推進拠点」（地域ESD拠点）として登録することがで
きます。

③ ESD活動のネットワークの形成機能 関東地方の地域ESD拠点
【茨城県】認定NPO法人茨城NPOセンター・コモンズ/キヤノンエコテクノパーク/BEK Lab（べくらぼ）
【栃木県】（特非）エコロジーオンライン/（特非）栃木県環境カウンセラー協会

（一社）社会デザイン協会/アジア学院/那須高原自然学校
【群馬県】チャウス自然体験学校（（特非）チャウス)/きりゅう市民活動推進ネットワーク

サンデンフォレスト（サンデンファシリティ(株)）/上州ぐんまESD実践研究会
藤岡市ボランティアネットワークセンター ウィズ

【埼玉県】筑波大学附属坂戸高等学校/（一社）里山こらぼ
【千葉県】（特非）環境パートナーシップちば/ち～ば国際教育ネットワーク（CIEN）

流山防災まちづくりプロジェクト/一般社団法人銀座環境会議
【東京都】（一社）新宿ユネスコ協会/成蹊学園サステナビリティ教育研究センター

立教大学ESD研究所/多摩大学アクティブ・ラーニング支援センター
（特非）新宿環境活動ネット/聖心女子大学グローバル共生研究所/晃華学園中学校高等学校
（一社）ESD TOKYO/（特非）持続可能な社会をつくる元気ネット/（特非）渋谷川ルネッサンス

【神奈川県】認定NPO法人アクト川崎/（特非）横浜市民アクト/かわさき環境教育学習プロジェクト
【新潟県】学校法人日本自然環境専門学校/ （公財）鼓童文化財団/新潟市水族館マリンピア日本海

（一社）あがのがわ環境学舎/（一社）新潟市ユネスコ協会/フォッサマグナミュージアム
【山梨県】（公財）キープ協会
【静岡県】（特非）アースライフネットワーク/伊豆半島ジオパーク推進協議会・教育部会

（一社）自然エネルギー推進機構/(公財）ふじのくに未来財団/VISIONARY INSTITUTE 
静岡県三ケ日青年の家

【3/5現在】全国︓174件・内関東︓45件



令和4年度 ESD2030学び合いプロジェクト（関東）
～気候変動による影響と対策に関する、学びと実践～（概要）

身近な地域に潜む、水害リスクのある場所
と、その理由を理解し、防災リテラシーの必
要性を理解する。

気候変動による、水害リスクの増大に
ついて理解する。

ハザードマップについて
（講師︓流山市役所

防災危機管理課）
縄文時代に海だった場所は、
現代においても水害リスクが高
い。ハザードマップの解説をして
いただき、市内で水害リスクが
高い場所がどこかを理解する。

地域の地形の成り立ちを知る
（講師︓流山市立博物館 学芸係長）

探究︓自分の興味のある
テーマで深掘りする
関心を持ったテーマについて
探究することで、地域の防災
リスクを「自分ごと化」する。

夏季課題

避難所開設訓練
流山の災害リスクを理
解し、その上で、発災
時にできることを、リアリ
ティを持って体験する。

発表する
自分が一連の学習を通じて学んだことを
発表することで、学習内容が腑に落ちる。

↑↓吉川副センター長講演資料
出典）A-PLATイラスト素材集

地球規模課題︓気候変動
地域固有の具体的な防災上の危険個所と、
その理由を理解する講師︓

国立環境研究所
気候変動適応センター(CCCA)
副センター長

約6,000年前は年平均
で今より1～2℃気温が高
く、海面が今より2～4m
高かった

縄文の遺跡は、水没し
ない場所に分伏している。

地域課題︓防災

これらの外部講師による講座や、体験、探究を通じて、気候変動の影響、地域の地形と危険
な場所、避難所の運営などについて理解し、自ら考え行動できる人材を育成したい。

③ ESD活動のネットワークの形成機能

地域セミナーin千葉
日時︓令和４年12月４日
会場︓千葉県教育会館

地域ESD拠点研修会
日時︓令和５年３月5日
会場︓ウィメンズプラザ

写真はR元年度の
模様

関東ESD推進ネットワーク第６回 地域フォーラム

③ESD活動のネットワークの形成機能

【開催概要】
・日時︓令和５年３月５日（日）13:00～17:00
・場所︓東京ウィメンズプラザ
・対象︓SDGs、ESDにご関心のある行政、NPO、学生
（小中高大）、企業の方など

④ 人材育成機能
令和４年度環境教育研修会
（千葉市立小中学校教員向け）
～地域で連携した環境教育・
ESDを実践、推進するために～
令和4年11月30日(水)
オンライン（Zoom）

第39回 全国ボランタリズム推進
団体会議（民ボラ）in東京
令和４年5月28日(土)・29日(日)
東京ボランティア・市民活動セン
ター 及び オンライン

日本学術会議inつくば 公開講演会
「持続的かつレジリエントな道筋へ
の移行」
令和５年2月15日（水）
防災科学技術研究所


